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オープンデータ、オープンガバナンス
推進事業を弊社が取り組む理由

【まちづくりを仕事（市場）に】
• まちに興味を持ってほしい！
• 共に、しあわせに⽣活できるまちを守る！

【⼤事なこと】
下請けではなく、共に創るという、フラットな関係
づくり
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神⼾市とのオープンデータ推進のこれまで
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2013年

先進取り組み先調
査

・鯖江

・サンフランシス
コ（ニューヨーク、
ロンドン）

・兵庫県＆弊社

2014年

・神⼾市オープン
データ⼀覧ページ
公開（広報課）

・Code for Kobe発
⾜

2015年
・企画調整局情報化推進
部ICT創造担当 始動
・市⻑サンフランシスコ
出張
シティイノベートサミット

2015

CodeforAmerica訪問

500Startups訪問
など

2016年

・カタログサイト開設

・データアカデミー開
催

・神⼾市版5374共創

共感者

理解者

協働作戦・企画

チームビルディング

スモールスタート

プロトタイピング

実装

展開・拡大



新しい取組に対しての
抵抗感を和らげる

プロトタイピング事例
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まずは⼩さくプロトタイピング
神⼾市でのオープンデータ活⽤の取り組み

〜5374神⼾版が産まれるまで〜
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体開発費
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多⾔語翻訳費
オープンデータとして
翻訳データを調達

データの標準化
共通運⽤に

資源課保有情報

業務課保有情報



オープンデータ、データを活⽤した
業務への進化を担当者が庁内共有
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展開・拡大
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データアカデミーの学びは
サンフランシスコ市のオープンデータ

推進の取り組み事例から

9参照：https://datasf.org/academy/

2015年6月



⽇本版データアカデミーの狙いβ版

• STEP1: データ利活⽤への理解
• STEP2〜3:データ分析、可視化⼿法の学び
• STEP2〜3:デザイン思考、論理的思考の学び
• STEP4:データドリブンの価値への気づき
• STEP5:必要データの動的な管理業務へ変⾰
• STEP6:全市的な議論の⾼度化
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神⼾版データアカデミー概要
【プロジェクト期間】2016年6⽉~2017年3⽉
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【コンテンツ】
全課⻑級研修 全3種
職員向けセミナー及びワークショップ 全2種各4回 開催中
市⺠参加型WS 全1回 １〜２⽉開催予定
【ワークショップ対象⼈材】
⾏政職給料表２級〜５級相当職の適⽤を受ける職員
※望ましいのは係⻑クラス、事業を主担当し前向きに活動できる⼈



全課⻑級セミナー 事前事後アンケート
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75%

21%
4%

講座を受ける前のデータの

利活用状況

取り組んでいない 少し取り組んでいる

取り組んでいる

5%

56%
30%

7%2%

講座を受けた後のデータの

利活用について

興味が無い 少し興味がある

興味がある とても興味がある

実際に取り組みたい
29%

24%

30%

17%

実践を阻む最大の課題

データ人材がいない 業務が忙しく時間が無い

進め方がわからない 活かせる業務がない

25%

44%

25%

5%1%

講座を受ける前のオープンデータの

理解度

知らない 名前は知っている

少し理解している 理解している

既に取り組んでいる

4%

55%
32%

7%2%

講座を受けた後のオープンデータの

利活用

興味が無い 少し興味がある

興味がある とても興味がある

実際に取り組みたい



データアカデミーで
取組む『ネタ』は対象⾃治体の
現状の課題が良さそうです

• 課題を把握するためのデータ分析
例えば、保険料の増加が課題に挙がっている場合、将来の

保険料がどこまで上がるかの把握のための、市⺠基礎情報、
健康情報、などの課をまたがる情報をどのように集めるかか
らスタート

• 市⺠サービスの向上
例えば、窓⼝サービスのコンシェルジュが総合的な要件を聞き、

市⺠へ2重質問やたらいまわしと思わせない導線で誘導できない
か？などの既存と⽬標に向けた業務改⾰のデザイン

• 紙⽂化、引継ぎの弱さ解消
例えば、業務⽇報をまとめるフォーマットを作成、データとして

管理するための効果的な正規化を考える。 13



課題や期待【課題】
• 部局、課をまたぐデータの利⽤の依頼にかかるいろいろな壁
• 借りたのはいいが、データとして扱えるようにする労⼒が多い
• 情報（データ）の質・量がたりない
• 元データがなくなっている／担当者がいない
• データアカデミーの成果から業務⾰新への壁

【今後整備すべきこと】
• データを借りるための調整の壁の消滅（市⻑命令？）
• データアカデミーを受講したら、情報調査・調達時のデータの
質向上

• 内部メンター（庁内情報・調整のうまい課⻑以上が望まし
• オープンデータ地域活性エコサイクルの構築、普及
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データ活⽤した
地域活性エコサイクルβ版



ソーシャルインパクトビジネス創出
~参考：ソーシャルインパクトボンド~
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参照元 http://socialimpactbond.jp/sib/howitworks.html



ご清聴ありがとうございました

質問等ありましたら
お気軽にアクセスしてください
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www.facebook.com/budo.brickworks

sakakibara@rictlab.jp


